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Report on Visits to Universities in China and Taiwan for Survey of Fall Semester Entrance 
Hidel? SHIMAMOTO, Yukimasa HAYATA and Ke吋i HATTORI 
Osaka Ulﾚversity has conducted a survey on the faJl semester entrance at overseas universities. The 0対ectiveof this survey is 
to increase the number of intemational students, returning from abroad. as well as to facilitate internationaJ cooperation 
between Osaka university and foreign universities. The survey team visited two Korean, three Chinese, and two Taiwanese 
universities for this purpose. Focusing on education-reJated issues regarding the faJl s巴mester entrance, we interviewed the 
representative authorities of the foJlowing universities: Dalian Science and Engineering University, Canton University. 
National Taiwan University, and National Politics University. The survey shows that th巴 inclinationamong students from the 
above four universities to study abroad seems generally to be greater than that among the students from Japanese universities 
However, those students face more economic and language problems than th巴 entranceprocess itself. 
はじめに 一本調査の目的 一













調査対象とした大学の国別内訳は，韓国( 2 大学) , 
中国 ( 3 大学) ，台湾( 2 大学)である。具体的な調査
対象大学は，韓国外国語大学校，釜山大学校(以上韓国). 
大連理工大学， 大連外国語学院， 広州大学(以上，中国). 
国立台湾大学， 国立政治大学(以上， 台湾)である。





















( 1 ) 訪問調査の概要
訪問調査先大学 訪 問 調査者
大連理工大学 早田幸政(大学教育実践
遼寧省大連市甘子区 センター教授)




( 2 ) 大学の概要
所 在 地 . 中国遼寧省大連市






協定校数 : 約140校(東京大， 東京工業大， 東北
大， 早稲田大等を含む ) ， 大阪大学と
は ， 部局 レベルで協定
大学院研究科数:約20 (名称は ， 1理工j 大学であるが，
人文 ・ 社会科学系研究科も存在)
なお，学士課程には， 約60の専攻を用
意 (上記同様に ， 人文 ・ 社会科学系の
専攻 (1 日本」専攻もあり)も存在)
( 3 ) 中国大学全体の中での大連理工大学の位置づけ
大連理工大学は，中国国家教育部直属の72大学のうち
の一つであり， 国家重点大学を育成するための国家プロ




( 4 ) 入学時期
学士課程の入学時期は， 9 月入学で統一的に運用され
ている。
一方，大学院課程については， 9 月入学制のほか ， 3 
月入学制も採用されている。
訪問調査日時 訪問調査先対応者
2008年12月 22 日 張維平(教務処副所長、教授)




( 5 ) 昨今の中国圏内の志願者増に対応させた入学者受
け入れの状況
中国国内の高等教育人口は，年々増加の様相を呈して






らは，いずれも ， 定員の純増を伴うものではなく ， 内部
改組で対応している。なお，マイクロ電子は，インテル，
大連市と共同で運用する教育プログラムでもある。















また ， キャップ制を敷き ， 1 学期につき， 32単位を履
修登録上限として定めている。但し， 教務部門に申請す
れば， これを上回る履修登録が認められる場合がある。
f秋学期入学」 の調査に関連した中国・台i湾の大学訪問レポート 57 
その一方で， 1 学期につき ， 30単位の修得を学生に対し
て義務付けてもいる。
単位認定は， 1 授業科目につき， 1100点満点」の採点
を基礎に行うが， 1合J ， 1否J 判定を通じて単位認定の
可否を決定する科目も存在する。







対象に， 1学部J ， 1専攻j の教育評価を実施している
(1優J ， 1良J ， 1不合格」の 3 段階評定)。 さらに，同大
































しての提携を取り結ぶことである ( もとより ，これは，







大学を選ぶ傾向にある。大学教員についても ， 今， 国際
的視野を持つことが求められている。
大連理工大学では，ソフトウェア，材料を含む 4専攻
に 5 年制の「強化班」を置いている。強化班には， 1 日
本語強化班J と「英語強化班」があり ， 1日本語強化班J
では，最初の 1 年目は日本語で授業が行われ， 1英語強











(※ ) 北京大学冨IJ学長が，日本の高等教育専門誌 rIDEJ NO.482 






法の一つである J (5 1頁)と記している。



























教職員数 : 13，038人 (専任教員 (臨床教育担当者
を含む) 5 ，253人，教授932人，准教授
1，609人)※技師11 ，637人
キャンパス数 : 4 箇所
















日本語学などである。なお， 19+ 1 プロジェクト j ，
1 2 十 2 プロジェクト j ， 12 + 1 プロジェクト j 等で，
早稲田大学などの大学に対し，学生を派遣している 。
訪問調査日時 訪問調査先対応者
2008年12月 22 日 許卑 (招生弁公室秘書)







( 4 ) 入学時期




















































中山大学では， 中山大学嶺南商学院において ， 96年か
ら 12期にわたって中外合作弁学を実施しており，約1000
名が卒業している。このプロ グラムの終盤には ， 3 週間








































( 2 ) 大学の概要
所 在 地 : 台湾台北市
学 生 数 : 約33，000人(定員) ，うち学部生約16，000




大学院研究科数 : 101 
( 3 ) 台湾の大学全体の中での台湾大学の位置づけ
台湾の大学は「大学の機能別分化」が推進されており ，
次の 3 つにカテゴライズされている。それらは 1 ) 研究，
2 )教員養成， 3 ) 地域貢献 (commun ity service) であ
る。台湾大学は 1 に属し，台湾における大学ではトップ
の存在である。これらのカテゴリ ーのうちでは 3 に属す
る大学が最もレベルが低くなっている。
( 4 ) 入学時期
学士課程は， 9 月入学で統一的に運用している。 入試
は 2 月と 7 月 に 2 回実施している。大学院課程について
も， 9 月入学で統一的に運用している (入試時期は異な
る)。






2008年 12月 18 日 洪泰雄














た)。しかし ， 現在では ， 教員と学生の比率を考慮し，
大学院生を増やさない施策について政府で議論されてい
る。
( 6 ) 学生の履修システム
GPA制度については次のとおりになっている 。 80以
上 : A (そのうち 90以上はA+) ， 70-79: B , 60-69: C, 
50-59 : D, 49以下 E， と評価している。学部生は60以
上を 「合J ， 大学院生は70以上を「合」としている。留
学の際には，他大学と同様に(特別に)教務で表記を変
えている。













いる ( 2 月入試のみ)。 難易度レベルは初級レベルに相
当する 。
( 9 )日本の大学への留学者の状況
調査対応者 (主任秘書官兼教務部長 ・ 洪泰雄氏)によ
ると，アメリカへの留学生は減っており，むしろ 日本へ
4. 国立政治大学












( 2 ) 大学の概要
所 在 地 : 台湾台北市
学 生 数 : 9 学部33学科， 5 ，539人 (学部9，284人，
修士3，377人，博士960人 ， 留学生436
人) それ以外にon-the-job mast巴r1,918 
人 (いずれも調査時点)
学部数:9
学科数 : 33 
大学院研究科数 : 48 
日本に対する交換留学数 : 24人 (2008年) ロシアの28人
に次いで 2 番目に多い。













2008年12月 18 日 Joyc巴 Y.Jen (回際交流課秘書官)
14: 00-16 : 00 
ほか国際交流課係長級 2 名
ほか教務課係長級 2 名
( 4 ) 入学時期
学土課程は， 9 月入学で統一的に運用されている。 大
学院課程についても ，修士課程，博士課程のいずれもが
9 月入学で統一的に運用されている。入試時期には違い
があり，学部については 7 月 ，大学院については 3 ~ 4
月に実施される 。





























下に定められている 。 1 - 3 年次には12単位以上， 4 年
次には10単位以上取得しなければならない。
GPA制度は， 100点満点の絶対評価によって80-100を
4 , 70-80 を 3 ， 60-70を 2 ， 50-60 を 1 ， 49以下を O
と評価している。
























があるとすれば， 1 . 言葉の問題， 2. 英語で授業が受













留学生は全世界の45% を占め， 2025年には70% を占める
ことが予測されている。 アジア地域は世界最大の留学生
数を有し，同時に高度人材が欧米等先進諸国に流出する
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